
 

 

皆さんこんにちは 

私は 1999年にNASHIMプログラムの研修生として参加した、

長崎大学原爆後障害医療研究所のウラジミール・サエンコです。 

本シンポジウムに参加される皆様にご挨拶申し上げるとと

もに、講演の機会を与えていただいた主催者に感謝いたします。 

最初に、長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）の設

立 30 周年にお祝いを申し上げます。 

NASHIM は、前会長の井石先生、蒔本先生、そして現会長

の森崎先生のご指導のもと、その崇高な使命を果たしてきたの

は、実に一世代に亘る時間であります。 

ご尽力いただいた皆様に深く敬意を表しますとともに、設立 30 周年お祝いします。 

「前世紀」の NASHIM 研修生として、短いプレゼンテーションではありますが、私の回想と思い出をご紹介し

たいと思います。 

 

まず、事前情報として私のことをお話しします。 

私の故郷はオブニンスクという町で、モスクワの南西 100 キロ

に位置し、長崎からはかなり離れています。 

オブニンスクの人口は長崎の 4 分の 1、10 万人を少し超える

程度です。 

 

 

 

 

 

 

左の写真はオブニンスクのシンボルで、その中央には原子の

模型が描かれています。 

これは、1954 年に建設された第一原子力発電所によって、

この街はいわゆる「平和のための原子力」とされ、原発とは切

っても切れない関係にあることを強調するためです。 

現在オブニンスクには 12 の研究センターがあり、そのうち

2 つは国立で、「科学の町」として知られています。これら研究

所の主な科学分野は、原子力、原子力技術・テクノロジー、非

金属材料技術、環境学・環境保護、医療放射線学などです。 



ご覧のとおり、最後の医療放射線学に色を付けたのは、日本に来る前の私がこの科学分野に属していたからです。 

 

これが放射線医学総合研究所で、私が働いていた場所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェルノブイリ原子力発電所の事故は、旧ソ連のウクライナ

北部、ベラルーシやロシアとの国境に近い場所で発生しました。 

結果として、膨大な量の放射性物質が環境中に放出されまし

た。広範囲に渡り、放射性降下物により激しく汚染されました。 

人口に対する健康影響として最もよく知られているのは、 

若くして放射線を浴びた汚染地域の住民に甲状腺がんの発生

率が急増したことです。 

私が勤務していたオブニンスクの医療センターは、事故当初

からチェルノブイリ周辺の医療・研究活動に携わっていました。 

 

 

日本の医師や研究者は、広島・長崎の原爆投下の経験に基づ

き、チェルノブイリ事故の健康影響評価についていち早く協

力・助言を行いました。 

笹川記念保健財団はウクライナ、ベラルーシ、ロシアに 5 つ

の診断センターを建設し、移動診断チーム用の機材も提供いた

だき、非常に大きな支援を受けました。 

左の写真に写っているのは、山下先生、柴田先生、伊東先生

です。右の写真は、どこかなつかしさを感じさせるものです。 

約 30 年前、オブニンスクで行われた日露の医師・研究者の会

合で撮影されたものです。日本人では、放射線影響研究所の理

事長だった重松先生、笹川財団の紀伊國先生、山下先生などが知られています。一番右の参加者が若かったころ

の私ですが、わかりにくいかもしれませんね。その時は、後に長崎大学の教授となる山下先生のすぐ近くに座っ

ているなんて、想像もできませんでした。 

 

 

 

 

 



ここでは、1990 年代初頭からの日本チームとの連携を簡単

にご紹介します。 

WHO の IPHECA プログラム（チェルノブイリ健康影響調

査国際プログラム）の枠組みで 1994 年 7 月から 8 月にかけて

行われた広島の放射線影響研究所での研修が、私にとって最も

直接的な日本での経験となりました。博士研究員としてアメリ

カで過ごした 2 年間を除いて、日本の仲間との交流は続いてお

り、主には山下先生と連絡を取っていました。 

やがて、1999 年に NASHIM の夏季プログラムに招待される

幸運に恵まれました。 

 

こちらが 1999 年 7 月、8 月の素晴らしい思い出です。 

当時はまだデジタルカメラも携帯電話もない時代ですから、実

際の写真をスキャンしたものです。左は研修初日、山下先生と

髙村先生によるオリエンテーションでした。ベラルーシ、カザ

フスタン、ロシアから合計 7 名、それからアメリカから 1 名、

ハンフォード核貯蔵所のサンディ・ロック博士が参加しました。 

右は、NASHIM 事務所での初回ミーティングと、当時の会

長でした井石先生と初めてお会いしたときのものです。 

 

 

 

県庁、市役所を訪問しました。 

このような重要なオフィスに、高価な家具や気取った家具がな

く、すべてビジネスライクであることにとても感銘を受けまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

長崎原爆病院、大学病院、はまゆう療育園など、長崎市内や

近郊のとても良い病院を訪問することができ、とても興味深か

ったです。 

どこを訪れても、患者を大切にし、最善を尽くしているのが

よくわかりました。 

 

 

 

 



公式の会議もありましたし、医学部のポンペホールで科学シ

ンポジウムを開催し、ロシアでのチェルノブイリ甲状腺がんの

分子生物学的研究についての話をしたこともあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 9 日の「原爆の日」の追悼式に参加したことは、とても

心が動かされる出来事でした。 

5 年前の 8 月 6 日、広島での追悼式に参加しました。広島と

長崎の平和公園は全く異なりますが、原爆で亡くなった方々へ

の思いや願い、大切に守られてきた記憶、そして平和への訴え

と努力は同じものでした。 

 

 

  

 

 

研修の後半では、設備の整った研究室で実験をしたり、日本

の文化に触れたりする機会もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この写真は、NASHIM 事務所で研修の修了証書をいただい

た後に撮影したものです。繰り返しになりますが、とても懐か

しく良い思い出です。 

 

 

 

 

 

 



2000 年に長崎大学に着任してからは、客員教授、助教授、そ

して准教授として勤務しています。現在この役職に誇りを感じ

ています。 

この 20 年余りの間、私は毎年 NASHIM の研修コースに関

わり続けてきました。ただし研修生としてではなく、他の長崎

大学の教授や同僚と同じように、講師やインストラクターとし

て参加しました。そのため、私の講演タイトルは「NASHIM で

の数十年の経験」としたのです。 

残念ながら、この 2 年間はコロナウイルスのパンデミックに

より NASHIM の研修が中止となり、夏には研修生を受け入れ

ることができませんでした。 

パンデミックが収束し、コントロール下に置かれた後、NASHIM が素晴らしいプログラムを再開できるよう

になることが私の希望であり願いです。 

 

最後に、NASHIM の活動を改めてご紹介しておきます。 

様々な専門分野の医師や研究者が、放射線被ばく者やその他の

健康被害を受けた人々の健康向上のため、最先端の治療アプロ

ーチや科学的調査方法を学ぶ素晴らしい機会を提供していま

す。 

長崎から帰国した後、彼らはその知識を各機関で活かしてい

ます。さまざまな国の人々が集まり、友好的で専門的な関係を

促進します。平和活動に不可欠な人間・市民・市民外交に貢献

しています。 

 

 

最後に、以下の方々に深く感謝いたします。 

NASHIM の活動を支えている納税者である長崎県民の皆様、

効率的に機能できるよう支えてくださる長崎県と NASHIM の

運営メンバーの皆様、長崎県医師会会員・賛助会員の皆様、ご

協力いただいた長崎市内の各病院の皆様、知識、医療従事者と

しての経験、科学技術を NASHIM 研修生に惜しみなく提供し

ていただいている長崎大学の教授、医師、研究者の皆様。 

 

NASHIM 設立 30 周年、改めておめでとうございます。 今

後のさらなるご発展とご活躍をお祈り申し上げます。 

 

 


